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Summary 
I will consider the legendary stories told regarding Shinran that was used 
throughout the Kanto region for propagational efforts.
This legend is that Shinran recited Namo Amida Butsu to save a woman who 
transformed into a big snake because of her attachment.
I cosider how significant in terms of Shin propagation that the legendary 
stories which spreads through Kanto region in Edo era.
近世真宗伝道の一考察
─東国における大蛇済度譚─














































する。つまり、教義から伝道への方向性ではなく、伝道の現場から、伝道の理論を構築していくという方向性で論じ 過去に起こった伝道の成立過程が考察され それ の研究が蓄積されれば、未来の伝道がどうべきかについても一定の成果を与えることができる 推察されるのである。
さて、過去の真宗伝道事情のなかで 真宗寺院に訪れる人々に注意 てみると、時代を問わず、その訪問者


































































































偖も聖人〈時に御年四十三歳〉常州小島の郷御教化の比しも当国都賀郡総社村室の八島の神官大沢掃部友宗なる の仄に法徳をつたへきき来り謁して申けるやう我等が在所室の八島なる近隣に一ツ 深淵あり、むかしより邪神栖て人民 悩ます事大方ならず爰におひて所の者ども相とも 計て渠が暴悪を宥ん為毎歳秋の二時牲を以て（中略）これを祭るもし一時に も怠 事有時は忽ち祟りをなして人を取くらひ或は毒気を以て熱病を発せしめ今に至て人民の歎 いふばかりなし
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とあるように、性信自身の思惑で、水中へ宝剣を投じ、水害を防いだと う このように、 『二十四輩順拝図会』にて記される寺宝「竜返 宝剣」のいわれは、性信が 親鸞より附属された宝剣を用いて水害を防いだ、という話である。一方『遺徳法輪集』では、主人公が性信で なく、性信の娘である性智となって、同様の話が記される。
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ま引用した『遺徳法輪集』では、 「周章ラルルトキ、コノ脇指ソノママヌケテ水中ヘオチタリシカ」とあるので、性智が水害を防ぐために意図的に脇指を落としたというよりは、慌てふためいた反動で脇指が抜けて水中へ落ちたことになっている。しかし、結果的に性智の持つ脇指に って水害が防がれる。動機は違えども、性智が脇指を用いて水害を防 だことに変わりはなく、先 『大谷遺跡録』 『二十四輩順拝図会』と同様の意図が内包された説話であることがわかる。
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